
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記入例 

＜１・２年生では＞ 
○友だちの話をよく聞き、認め合うことができる。○友だちが嫌がることを言ったりしたりしない。 

＜３・４年生では＞ 
○助け合って活動に取り組むことができる。○相手の立場に立って考えることができる。 

＜５・６年生では＞ 
○助け合いの仲間づくりができる。○正しい人権感覚・人権意識をもつことができる。 

相手の気持ちを考えながら、よりよく関わろうとすることができる子の育成 

  

  

 

道徳教育総合推進サイト｢モラルＢＯＸ｣には、「愛知 102２校の取組」など、学校の道徳教育

推進や家庭・地域・学校の連携に役立つ情報が満載です。 クリック 

○ 学校での出来事について、お子さんと話

す機会をたくさんつくってください。 

○ 温かい声掛けで子どもを見守っ 

ていきましょう。 

○ 子どもが地域の中でも挨拶ができるよ

うに、御協力ください。 

○ 学校行事に多くの方に参加して 

いただけることを願っております。 

「ふれあいウィーク」―異学年交流－  

  

 

地域住民の方と担任による「いのち」の授業 

 

  

 

  

 

担任の語りで進める授業展開 

  

子どもにとって身近な話題で話し合い 

今
度
は
、
お
兄
さ
ん
た
ち
と
外
で
遊

び
た
い
な
。
い
つ
も
よ
り
給
食
が
お

い
し
か
っ
た
！ 

動
物
に
も
ぼ
く
の
気
持
ち
が
伝
わ

る
よ
ね
。
仲
良
く
し
た
い
な
。
か
わ

い
が
っ
て
あ
げ
た
い
な
。 

み
ん
な
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
考

え
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

担
任
の
語
り
を
じ
っ
く
り
聞
き
な

が
ら
、
資
料
の
内
容
を
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 


